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  CLINICAL STATISTICS OF THE UROLOGICAL CLINIC 
        OF SAPPORO SANJUKAI HOSPITAL 
CLINICAL STATISTICS ON PATIENTS ADMITTED FROM 1985 TO 1989
Hitoshi Tanda, Shuji Kato, shigeki Ohnishi, Hisao  Nakajima.
Toru Ujiie, Taketoshi Saka and Kazutomi  Mori
From the Urological Clinic of Sanjukai Hospital
   A clinical statistic survey was carried  out  on the patient admitted, diseases and operations 
experienced at our urological clinic during  1985-1989. 
   The total number of inpatients was 8,750 (The male to female ratio was 2.8 : 1). 
   The major diseases of the impatients were urolithiasis (4,134 cases, 47.2%) and benign prastatic 
hypertrophy (1,529 cases, 17.5%). 
   Among the operations extracorporeal shock-wave lithotripsy 2,589 cases (44.6%) and transureth-
ral resection of prostate 1,295 cases (22.3%) were predominant. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 38: 109-120, 1992) 









1984年9月にESWLを 導入 して以来,ま た,そ の
周辺技術であるendourologyの進歩により,手術統
計を著しく変動させた.






幌三 樹 会 病 院 と し て,1986年4月1日 よ り医 療 法 人
(社団)三 樹 会病 院 と名 称 変 更 した.98床,透 析 ベ ッ
ド20)に入 院 し退 院 した 患者8,750例の 疾患 お よび 手
術 を 対象 と した.統 計 法 は原 則 と して,第4,5報 に
準 じた.そ の他,統 計 上非 常 に 煩 雑 に な っ て人 工 腎透
析 患 老 の透 析 後 の トラ ブル や 結石 患 者 で 何 回 もES-
WL*1を 中心 にPNS*2,PNL*2,UUL*4尿管 ス テ
ン トの挿 入,抜 去 法 を受 けた 場 合 は,手 術 か 処 置 か の
区 別 もは っ き り しない こ と もあ り,別 表 に て結 石患 者
の 手術 処 置 と して ま とめ た.そ れ 以外 の手 術 数 は,結





また,今 回 の統 計 か ら入 院患 者 統 計 は,年 度単 位 に
退 院 した患 者 を対 象 と して い る.同 一 患 者 で と くに 透
析 を 受 け て い る人 や,結 石 等 で入 退 院 を 頻 回 に 繰 り返
して い るた め,当 院 の外 来 統 計 の 報告 と一 部 異 な った
IIO
こ とを お 選露 参致 し ます.
1.入院患者数
結 果 と 肴 察
泌尿紀要38巻1号1992年
こ の5年 溺 の 入饒 し邊 錠 し た 患 者 総 数 は8,75§稠 で
あ っ た,平 均,1,750例(男1,290.4例,女459.6例)
で,男 女 比 は2.8=1であ った(Tablel).この男 女
比 は従 年 の報欝 で は,2.5:1～4.7:1で あ り,大 差
なか った 、
年 齢 層 別 にみ る と,Fig.1に 示 した が,毎 年 加 齢
とと もに 漸増 してい る.ピ ー クは50歳代,60歳代 で あ
った.◎ ～10歳代 は 他 の 年 代群 と比 し,わ ず かに 頻 度
で あ った.
手 術 を 受 け た 例 数 は,男5,802例(4,496例,女
1,3総鋼)で あ った(Ta媛e2).こ れ を 入 駿 期騰 を1
ヵ月 以 内 とそれ 以上 に 別け て み る と,男 で は1ヵ 月 以
内 が3,840例(85.4弩〉,それ 以 圭 ぶ §56鋳(玉4.6%)
で あ った,女 では,1ヵ 月 以 内 が1,138例(87.1%),
そ れ 以 上 が168例(12.9%)で あ っ た(Table
3).
これ を3e歳まで,3韮～6e歳代,6i歳以.とに 溺 け て検
討 す る と,Table3に 示 した ご と く,揚 で61歳代 以
上 で は あ ぎ らか に入 院 期 間 が 長 くな って い る.女 で同
様 傾 向 を 示 した.例 数 は男 は,60歳 未 満 と61歳以上 で
Tablel.入院 患 者 数(1985～1989年度)
年 度198S






































Flg.L年 懸 層 別 症 例 数(1985年 ～}989年 度 〉
Tab1e2・手 徳 を 受 け た癒 纏 数
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は約 半 数 ず つ で あ った が,女 で は30歳代 未 満14.5%,
31～60歳代57.8%,61歳以 上 が27.9%であ った 。死 亡
退 院数 は,こ の5年 間 に78例(23例,23例,12例,10
例,10例)で あ った.
2.疾 患 別症 例 数
WHOの 国 際 疾 病分 類 の 第9回 修 正 分 類 に も とつ
い て検 討 した 。 な お,同 一 患 者 で複 数 の疾 患 を有 す る
場 合 は,そ れ ぞ れ の項 に 含め た.
④ 感 染 症 お よび 寄 生 虫症
腎 結 核 で 入 院 精査 加 療 した もの は,こ の5年 間 で,
男2例 女ll例であ った(Table4)
(ロ)新生物(悪 性,良 性)
悪 性腫 瘍 群 では,膀 胱 腫瘍 は410例(疑い除 く),前
立 腺 癌215例(新患182例),腎癌(成 人 型clearcell
ca)63例,腎孟 尿 管腫 瘍44例,精 巣腫 瘍26例等 であ っ
た(Table5).
の 内 分 泌,栄 養 お よび 代 謝 疾患 な ら び に 免 疫 障 害
IMPの 精 査 で1～2日 の 仮入 院ll1例で,そ の他,
無(乏)精 子症 の精 査 に よる もの で あ る(Table4)・
←)泌 尿生 殖 系 の疾 患
腎 疾 患 で は,結 石 症1,691例(男1,128例,女563
例),腎 孟 腎炎282例,腎嚢 胞164例,水腎 症111例,糸
球 体 腎 炎101例等 が お も で あ っ た(Table6(1)
(2)).
尿 管 疾 患 で は,や は り,結 石 症2,321例(男1,669
例,女652例)が 主疾 患 で あ った 。 そ の 他,尿 管 狭 窄
51例,VUR43例 で あ る.
膀 胱,尿 道,前 立腺,陰 嚢 内疾患 では,前 立腺 肥 大
症1,529例,つい で,精 巣上 体 炎163例,前立腺 炎ll9
例等 で あ った(Table6(3)).
㈲ 先 天異 常
お も な る もの は,停 留 精 巣50例,嚢 胞腎38例が お も
な る も ので あ った.稀 有 な 例 では,骨 盤腎3例,下 大
静 脈 後 尿 管3例 で あ った(Table7)・
←)損 傷 お よび中 毒
腎 外 傷13例はす べ て 保存 的 療 法 に て 加療 した.尿 道
断裂21例,精 巣破裂9例 等 が主 疾 患 であ った(Table
8).
(ト)症状,徴 候 お よび 診 断 名不 明確 の状 態
尿 毒症313が お もな る もの で あ るが,こ の 中に は,
慢性 腎 炎,糖 尿病 性腎 炎 等 が 入 って い るが,現 症 とし
て と らえ,こ の項 に すべ て い れ た.そ の他,血 尿,蛋
白尿,腎 機 能 精 査 の 為等 で あ った(Table9).
以 上,疾 患 別 症例 数 を ま と め る と,主 要疾 患 を
Tab正eIOに示 し た ご と く,結 石 症,4,134例(47.2
%),前 立 腺肥 大症1,529例(17.5%)が2大疾 患 で あ
112 泌尿紀要38巻1号1992年
Table4.感染 症 お よび 寄 生 虫症
198519861987】9881989
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男
計
女 計
016泌 尿 生殖系 の結核
016.0腎
















































った.男 女別 の主 要 疾 患 に もTable10のご と く,男
では結 石 症44.9%,前立 腺 肥 大 症23。7%o,女では,結
石 症53。7劣,腎孟腎 炎10.2%がお も な る もの で あ っ
た.
3.手 術
入 院 した症 例 にお い て,手 術 の対 象 とな った臓 器 の
組 合 わ せ で,術 式 を 分 離 し,内 容 別 に表 と し た.ま
た,症 例 に よっ ては,複 数 の手 術 を受 け た 例 や,手 術
1件に つ き複 数 の術 式 を した ものは,各 項 に 含 め た.
(1)腎(尿管):ESWLが 圧 倒的 に 多 く,つ い で,
腎 嚢 胞 の 窄 刺(ア ル コール 注 入),PNLで あ る.
radicalnephrectomy20例は す べ て,成 人 で あ り,
1985年～1988年に か け て一 部 札 幌 医 科 大学 泌尿 器 科 へ
腎 癌 治療 研 究 の為転 送 させ た.腎 孟 腫瘍,尿 管腫 瘍 の
術 を ま とめ る と,22例経験 して い る.事 情 に よ り副 腎
疾 患 もす べ て大 学 へ 転 送 させ てい た が,1989年よ り,
当院 で 施 行 して い る(Tablell).結石 の 治療 は 併 用
療 法,補 助 療 法 が 加 わ り複雑 で あ り,お も な る術 式 を
項 目の 中 に入 れ た(Tabiel2).
(2)尿管(膀 胱):TUI.が ほ とん ど で あ る.尿 管 鏡
を用 い た 手術 を 僅か な が ら経 験 して い る.尿 管瘤4例
に経 尿 道 的 に 切 除 して い る.Rcfluxもな く,腎 機 能
も正 常 で あ る(Table13).
(3)膀胱:TUR-BTや 膀 胱腫 瘍 の再 発 の確 認 を 含 め
たTUR・Biopsy,Vesicolithotripsyがお も な る も
ので あ る.事 情 の あ る 患 者 に 本 邦 で 初 め て 膀 胱結
石 に 対 して,1987年よ りESWLを3例 施 行 し て い
る(Table14).
(4)前立腺:前 立 腺 肥 大 症 は す べ てTUR-Pを 施 行
して い る.前 立 腺 癌 に 対 して も,排 尿 困難 な例 に施 行
して い る.Tableの例 数 は 術 後 組織 診 断名 に よ り振
り分 け た(Table15).
(5)尿道 ・そ の他:環 状 切 開,精 管結 紮 は 別 途 の 手術
で 入 院 中 に患 者 の要 望 に 答 え た もの が大 多 数 で あ る.
前 立腺 癌 に対 してのCastrationは80歳未 満 に施 行 し
た.そ の 他,AVfistula93例,外シ ャ ン ト13例施 行
して い る,外 シ ャ ソ トは最 近 で は フ ェモナ ール チ ュー
ブに変 更 して い る(Tablel6).
(6)おもな る手 術 術 式:ESWL等endourulogyが
上 位 を 占 めた.ESWL:2,589例(44.6%),TUR-P=
1,295例(22.3%),UUL:412例(7.1%),TUR・BT:
297例(5.IAO)がお もな る もの で あ っ た(Table
l7).
結 語
1985年1月よ り1989年12月に い た る5力 年 間 の 三 樹
会 病 院 入 院患 老 手術 統 計 を 行 った.
1.患者 総 数 は8,750例で あ った.
2.主要 疾 患 は 尿 路結 石 症4,134例(47.2%),前立 腺
肥 大症1,529例(17.5%)膀胱腫 瘍410例(47%),腎
丹田,ほか:三樹会病院 ・臨床統計
Table5.新 生 物(悪 性)
19851986198719881989
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
計
男 女 計


















189.2腎孟 ・尿 管 腫 瘍
(経過 せ る)
181































































078.1外陰部 コ ンヂ ロ ー マ
599.3尿道 カ ル ンケ ル




膀 胱 ポ リー プ
尿管 ポ リー プ

















































































Tablc6(1).泌尿 生 殖 系 の疾 患
1985ユ986198719881989
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
計 計
男 女
580急 性 糸球 体 腎 炎
581ネ フロ ー ゼ 症候 群
582慢 性 糸 球 体 腎 炎
589腎 の 萎 縮
590.0腎 孟 腎 炎
591水 腎 症
腎 梗 塞
無 機 能 腎
593腎 お よ び尿 管 の その 他 の 障 害




593.2腎嚢 胞(多 発 性 も含 む)
593.4・尿 管 狭 窄
retroperitonealfibrosis







































































































































































































586.8萎 縮 膀 胱





















































































































































































































































































































































































































男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 針
752蛋 殖器の先天異常
75?,5停留 精 巣 両
右
左
陰 茎 辮 曲
753泌 尿器の先天異常
753.0単 腎 症





重 複 腎 孟
兼不兜全重複尿管















































































Table8.損傷 お よび 中 毒
1985韮986呈987聖988
男 女 男 女 男 女 男 女
裏989計 鋤
男 女 男 女
866腎 外 傷
{軽 蟻>
867.0尿道 断 裂(不 完金)
(完 全)
867.6精巣 打 撲
精 巣 鍍 裂{完 金〉
(不完 全)
陰 茎 損 傷
外陰部外傷
陰嚢内血腫
膀 胱 破 裂























神経 因性 膀 胱 ll546皇472皇62(3フ2聖)58
939尿 生 殖 路 内 の異 物
939.0膀胱 異 物
939.2陰茎 異 物
995.倉ヨ ー 封シuツ タ














































































1.尿路 結 石 症(上 部 ・下部)
2.前立腺肥大症
3.膀 胱 腫 瘍(再 発含 む)
4.腎 不 全
5.腎 孟 腎 炎
6.前 立 腺 癌
7.精巣 上 体 炎
8.腎 嚢 胞














尿 路 結 石 症2,898(44.9%)
前 立 腺 肥 大 症1,529(23.7%)
膀 胱 腫 瘍318(4.9%)
前 立 腺 癌182(2.8%)
精 巣 上 体 炎167(2.6%)






尿 路 結 石 症1,234(53.7%)
腎 孟 腎 炎234(1O.2%)
腎 不 全152(6.6%)
膀 胱 腫 瘍92(4.0%)
腎 嚢 胞58(2.5%)
その 他 水 腎 症,糸 球 体 腎 炎,VUR等








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































不 全313例(3.6%),腎孟 腎 炎282例(3.2%)で あ
った.
3.お もな る 手 徳 繕 武縁end◎ur◎logyS;中'bで
ESWL;2,589(44.6%),TUR-P:1 ,295例(22.
3%)の 他,TUL,TUR-8T,・e・al・y・tpun・t・ ・eCe
で あ っ た.
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